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ツインチェーンソーの諸性能について

一一使用に伴う振動加速疫{試のftf!移一一鴫

総本義彦・佐々木功

011 the characteristics of TWIN剛 CHAINSAW

一一一Changeof acceleration level after use--

Yoshihiko T AKIMOTO ancl Isao SASAKI 

婆旨

扱勤陣容のfí1J止を目的として開発されたツインチ旦ーンソーを実際に1~採現場で使命用した場合?

機械としての耐久性と披動力IJ速度備がどのように変化するかぞしらべるため， 1984年 6J:]から10

月まで岐阜県のおMt;j*材株式会社の伐採現場で法葉樹小中筏木の{北側j・2五切り・校払い作業，ス

ギの間伐作業，ヒノキの伐倒作業全容に使用していただき，能川前・使用後の披動加速度依および

使湖上の問題点やiliÝ(~制限l所について調査した。使用前と使用後の振動加速度の変化は，常用問]1公

数である 7000~9000 rpmではほとんど見られなかったが， 6000rpm以下では，前ハンドノレ上下

方向・後ハンドル上下方向と治:右方向で地加が見られた。しかし，その備は小さく他の出紙数で

の振動加速度似を越えるものではなかった。また，この期間での使用による防振ゴムの劣化によ

る摂動加速度般の変化ははっきりしなかった。後期中に，いくつかの故障が発生したが機械とし

て致命的なものではなし簡単な修潔でなおった。今後，改良般のツインチェ…ンソーについて

も問機の試験を続けて行きたい。

1.はじめに

振動陣容の防止を間的として開発されたツインチェ…ンソーは，振動加速度イはち小さくチェー

ンソーとしても十分f3!.)有に附えうるものである ζ とは，昨年の本蹴報1)で報告したとおりである。

しかし，実際に伐採現場で使用した;場合， 1夜勤加迷llt1i政はどのように変化するのか，チェーンソ

ーとしてのi耐久性は十分であるか，については不明であった。

今回は， 1984年・6月から10月まで岐阜践の石原林材株式会社の伐採現場で広誕樹小中筏木の伐

俄・:K切り・技払い作業，スギの間伐作業，ヒノキの伐倒作業等にツインチェーンソーを使用し

ていただき，使用liiJ.使用後の都議会加速度航およびf3!.JrJ上の問題点や故 r\~個所について翻恋した。

2. 実用試験と結果

石原林材で使用中の問題点の閉念 I!~ り間資と，そのlìíJ後の振動測定時に表れた開趨j誌は次のと

おりである。
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Pholo 1 Right sicle view of TWIN.CHAINSAW (取扱い説日月撚より)

Photo 2 Left sicle vicw of 'I‘WIN.CHAINSAW (l波紋い総IYHお:より〉

(1) 妨振ゴムのiJTfB:マプラ一方flの取り付けねじの脱搭により?フラーとエンジンの!1Iiにi総闘

ができて，そこから漏れだした高慌の排気ガスが砲援助披ゴムに炊きつけたため， I約鍛ゴムがfJf

損したものである。これについてはマフラーの取り付けねじが税務しにくいものに変克された。

勿論， I坊 ftr~ ゴムもが「しいものと交換された。

(2) <'フラーの熱材策:Photo 1， 2から判るように，ツインチェーンソーのマフラ…はj良部に

取り付・けであるが，伐倒~"加ζチ品ーンソーを織にして操作する l擦に織作手のか~JÈふくらはぎにマ

プラーの熱が伝わり熱いことがあった。これについては，マフラーの形状および，込-熱ブJ訟が改

良された。

(:3) 燃料タンクの容設が少ない:林内での伐倒時iζ斡料の十rIi*合!万]備が短くで，作業能率が滋ち
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るとのことであった。特に， ~t傾斜地では燃料タンクを伐採場所の近くまで持っていくか初かは

作業者?にとって大きなIliJI舗である。これについては，改良恕ツインチェーンゾーでは燃料タンク

の容設が 550ccから 620cc にア ';Jプされた。

(4) /1¥力が少し低い:これは作業者がo前に使っていたチ品ーンソーと比較した感じである。

現在の/:1¥力は 3.4 PS/7500 rpmであるが，改良劉では約 6%揃えている。

(5) 京放のt機械:このチェーンソーの作業特設泣は然科・オイノレともに満タンで 9.1kgfであ

り，このi~l:気低クラスのチェーンソーとして重いわけではないが，一般的にもう少しil疑いことが

盟ましい。また改良型ツインチ A …ンソーでは設境問休はi機械していないが， IJ\ 力増加により，f;!~

力竺iり の肢 で約 O.14 kgf/PS ilE6.くなっている。

(G) 冬期に雪がニトャブレター1*1，ζ吸い込まれて凍結し，エンストを起すことがある。これにつ

いては，シリンダーの械かい空気を吸い込むためのアダプターを取り付ける対策がとられた。

(7) チェーンソーを横向きで使うときに燃料が途切れることがある。これについては，燃料プ

イ Jレターの形状，材質を言文去する引によって対策がとられた。

(8) 自動給油淵鼠:ねじのオイルシールが1波損しチェーンオイノレがクランクケースにVM5れだした。

これは自動給力hiillJ fllねじがエンジン叫にi伐りイせけられており鵡節ノブがハン r;レ1J!1J と桜触して脅i~

J:rllな力が加わるためにねじがrHJがったり，オイルシールが破損する。オイルシーノレの交換で修足立

できた。

(!j) ストップスイッチの故j)l~でエンジンがJtまらなくなったが部品の交換で修以できた。

以上ーがこのJUJ/1J1 rlJ !こ判った問題点である。

3. 使用に伴う振動力11述度前の変化

1) 測定方法と内務

今IITIfY!.HJしたツインチェーンソー(昨年の測定と開じ製〉の桜動力11;I創立他を{史}fJ前の1984:I:f三5

月と使}日後のIJ:fJ年10J!!こ使JIJ直後の状態と防減ゴムを新しく替えた状態でiJW:Q!した。測定装i改お

よび方法は昨年の本i出向林事長官・1) にil&せたとおりである。測定はツインチェ…ンソーの手持ちレ

ーシングlI~j ， 3000.-...9000 rpm 0) i諮問で 1000rpmごとに，前ハンドルと後ハンドjレそれぞれ三J)'

向(前後，上]ご，お布〉について行った。測定方向は Fig. 1 のとおりで，操作手の手のゴj・1(1]

に合わせてある。 itこ，測定した総数加速度依は 1/3オクターブノインドフィノレターをとおして，

FF'[、アナライザーで解析した。

2) 測定れ!f!;I~

測定結果は， Talλ1'-"'6， Fig. 2.-...13のとおりである。 lお表ι1:1の1984-5は5月の測定(第 1ドl測

定)， 1984…]0人は10月の防艇ゴム交j災前の測定(鰐 21m測定)， 1984山 1013Iま 10)~ の防仮ゴム交換

後の測定(第 311:f/iJtiJ定)を表す。昨年の報告・j)に縫いたように，ツインチェ…ンソーの場合エン

ジン@転数 (Fり成分とIl予ぷ)に対応した河波数の振動加迷JJtlfflが最大似を示さないことが多く，

今回も Fo成分!c対jおする周波数の振動加速度航と最大振動力11;¥樹立自立の両方について，炎と時lζ

炎した。 (1g勾120clB) 

Fig， 2.-...7はFo成分に対応するJ.'，j波数での娠j[j})}JU速度11去のグラフである。 5)~の測定では仮説J

)JII速度1Iil(の技大倣は前ノ、ンドル在右ブゴ向・ 30001・pm11寺120.8dI九段小依は後ノ、ンドル上ド方向・

7000 rpm時 84.2d13 であった。 10月の|約 fjJ~ ゴム交換Jjfjの測定では僚懇加速度依の救大備は前ハ

ント、Jレ1:，:;{:iJJ 1m・60001'pm11寺120.6 c1Il，最小イ[(は後ノ、ン 1";レの庇布J)'II:I]・ 70001'pm11寺95.5dB 

であった。 10月の妨採ゴム交換後の測定では最大備は前ハンドルのZとお方向・ 8000r・pm11寺120.



261 

Tab. 1 Acceleration values (Fl'ont Handle， Front & Back Direction) 

1告84-1OA 1984四 10B 1984-05 1984-10B 

3000 111.5 112.8 114.9 110.3 
(12.5) ( 50) 

4000 
よムU.W 118.2 116.4 101. 9 107.7 

( 20) ( 16) ( 63) 

117.9 122.3 105.8 120.1 
( 80) ( 10) ( 80) 

11臼.6 117.4 106.4 115.3 
(315) (315) (100) 

114.1 118.8 106.3 112.3 118.8 
(250) (125) (125) 

111.6 120.2 109.0 110.8 120.2 
(400) (125) 

114.4 114.5 111.8 
(315) (315) 

Tab. 2 Acceleralioll vulues (Fronl Hundle， Up & Down Direclion) 

大(Hz) 
11'!( (dJ3) Fo成(H分z)(dB) 

1984-lOA 1984-1013 1984-05 1984“1013 

3000 109.8 110.1 110.6 107.2 110.6 
( 10) (12.5) ( 50) ( 50) 

4000 105.0 116.7 114.9 101. 0 116.7 109.1 
(500) ( 63) ( 16) ( 63) 

5000 108.6 116.2 115.1 116.2 115.1 
( 10) ( 80) ( 80) 

114.1 112.1 
(12.5) 

115.6 108.9 113.9 
(250) (125) 

113.4 112.0 111.0 113.4 
(125) (125) 

115.1 109.0 113.8 110.6 
(315) (160) 
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Tab. 3 Accelcration values (Front Handle， Right & Lefe Direction) 

3113以 大{泣 (dB)
Hz) 

Fo成(H分zj(dB) 

回転数 (rpm) 1984-05 1984-lOA 1984-10B 1984-05 

3000 120.8 113.2 117.8 120.8 
( 50) (12.5) ( 10) ( 50) 

4000 ょμ.1 118.9 116.9 108.6 118.9 110.9 
( 10) ( 63) 

5000 .t.l.I. U よよV9 I 120.0 111.7 118.3 lls.1 
〆:315) ( 10) ( 80) 

sOOO iム1." 121. 3 lls.5 11:3.5 120.s 114.2 
( 10) (12.5) (100) 

7000 ムムu.v 120.8 113.2 113.5 114. s 11:3.2 
(315) (125) (125) 

8000 よよU骨 t ..lJ.u.竜J l1s.1 116.7 115.1 11:3.2 
f同"、r面、 ( 10) (125) 

9000 U.せ.¥J よ .1.0.¥J 116. s 115.3 118.9 112.1 
( 20) (160) 

'1、ab.4 Acceleratioll valucs (Rear Handlc， Frol1t & Back Dircction) 

i改 大級 (dB)
Hz) 

Fo成(H分2)(E!日)

回転数 (rpm) 1984-05 1984-10A 1984-10B 1984-05 

3000 109.2 99.6 105.s 109.2 
( 50) ( 50) ( 50) ( 50) 

4000 107.s 108.6 107.2 107.3 lOl.l 102.2 
(500) (500) (500) ( (3) 

5000 110.7 109.9 105.2 110. 7 104.3 102.s 
( 80) (400) (630) ( 80) 

sOOO 115.2 114.4 107.4 115.2 108.2 104.9 
(100) (s30) (s30) (100) 

7000 113.4 118.4 118.2 113.4 99.0 9s.7 
(125) (s30) (6:30) (125) 

8000 114.6 116.:3 113.7 114.6 99.4 101. 1 
(125) (400) (s30) (125) 

9000 114.8 116.5 115.0 114.8 9s.6 103.5 
(160) (s30) (s30) (1sO) 
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Tab. 5 Acceleration valucs (Rear Handlc，じP& Down Direction) 

i法
大(Hz) 

{政 (dB)

1984-10A 1984ω10B 1984同 10A

111.9 114.9 114.7 105.8 
( 40) ( 50) ( 50) 

110.4 112.5 105.3 109.5 
( 16) (500) ( 63) 

109.7 115.0 104.2 108.5 
( 10) ( 80) ( 80) 

1‘ab. 6 Accclcration valucs (Rear Handle， Right & Lcft Directiou) 

t υV) 1. .，V) 

104.3 117.3 
(250) (500) 

101. 3 115.5 
(630) (400) 

111.6 115.0 
(100) (100) 

114.0 115.0 
(630) (250) 

113.1 116.1 
(250) (125) 

109.6 114. 1 
(315) (160) 

¥.'!UV) 

113.4 
(315) 

115.0 
( 80) 

113.5 

112.3 

tυV) 

99.2 

105.8 

Fo成分 (d13)
(Hz) 

108.8 

114.6 

115.0 

116.1 

114.1 
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l臼84“ 1013

114.9 

107.4 

115.0 

109.1 

104.3 

109.0 

104.1 

104.3 

115.0 

113.3 

110.0 

112.3 

112.4 
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2dB，最小fi立は後ノ、ン 1"Jレの前後方向・ 7000rpm Ifす 69.7dBであった。各々の月での振動力niai

Btイ伎を比較してみると， 5)'..1より 10月の偵の方が前ノ、ンドノレZとお方向の 7000~9000 rpmと後ハ

ンドJレ前後方向以外，ほとんど総て増加している。しかし，後ハンドル前後方向では逆に 5--...15

c1B 減少している。また， 10月の間J扱ゴム交換前と後で比較してみると，その設は少なくて，ど

ちらが大きいという傾向も見られない。各測点での採劾加速度他安比較してみると，前ハン 1，'Jレ

の左右万|匂が大きい傾向がある。間転数による振動加速度{ほのいはとくにこれといった傾向は

なかった。1'0 成分IC対応した周波数では，エンジン自体の披磁の推移とをよく表す。今聞も，チ

ェーンソーの使間によるエンジン自体の仮説Jl'殺虫11のため 5月の測定より 10月の測定の方が大きい

依を訴したが，後ハンドルの前後方jllJで綴lfllJ加速度総が減少している:F1HI却は，不明である。

1'ig. 8--...13 !ま各問紙数で) 1/3オクターブバンド 1*1心河波数 (8~1000 Hz)に対応するJ反動加

速度{伎の政大倣をグラフにしたものである。 5Aの測定では縦撃さ加速!史俄のj設大織はi的ノ、ン l"Jレ

左布方向・ 9000rpm n寺124.0dB，滋小イ肢は後ノ、ン FJレ左右jjjl:ij・ 5000rpm fl寺101.3仁113であっ

た。 10月の防振コーム交換iJiJの測定でイま振動加速度総の絞大4訟は前ノ、ン FJレ忠治方向・6000rpm 11寺

121. 3 c1B，最小イ肢は後ハンドノレの前後方向・ 3000rpm 1時 99.6dBであった。 10月の|拘振ゴム交

換後の測定では最大値は前ハンドJレのjjii後方"jtlJ・8000rpm時 120.2dB，段!j¥僚は後ノ、ンドJレの

前後方向・ 5000rp111 Il寺 105.2dB であった。全体では設大俄は 5月の測定の前ハンドノレ丘布方

向で 124dB，最小織は10月の振動ゴム交換舶の後ハンドル方向で 99.6dBであった。各々の月

で振動加速度似を比較してみると，前ハンドル上下方向と後ハンドノレ上下方向と左右方向では 5

月の測定より 10月の測定のゴJが大きい傾向が見られるが，それほど総数:ではなく?とくに 7000--...
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9000 rpmではその授は小さい。また， 10)~ の防振ゴム交換前と後で比較してみると，エンジン

の1m紙数に対応した}j!，1波数の援助加速度{ほと同様に，その裁は少なくて，どちらかが大きいとい

う傾向もよもられない。そして各測点での綴動力u速度f訟を比絞してみても，同4;去に剖ハンi"';レの友
治方向が大きい傾向がある。関紙数による振動加速度植の述いは後ハンドル前後方向で防総数の

増加にともなって振動加迷度総が増加しているのが見られたが，とくにこれといった傾向はなか

った。

4. ま ふ〕 め

以上の結果から次のことが13-えよう。

1) 今回の実用試験の範ttl1では，ツインチ品…ンソーの本質的な故障はよ4られなかったが，ち

ょっとした故鱗でも林業地では部品の供給が難しく一自の仕事に悲し文えるので，チェーンソー

メーカーのよりー腐の努力が認まれる。

2) 出則的と使用後の振動力1I速度俄の変化は，常用回転数である 7000-9000rpl11ではほとん

ど見られなかったが， 6000rpm 以下.では，前ハンドル上下ブ~ïÍ:U .後ハンドノレ上下方向と記右方向

で増加が見られた。しかし，その絡は小さく他のIfiJili五数での披動加速度絡を越えるものではなか

っfこ。

め このJ~j闘での捜閣による|約仮ゴムの劣化による仮説!加速度依の変化ははっきりしなかった。

今後，改良裂のツインチェーンソーについても同様の試験を続けて行きたい。 i創設に，実用試

験に御協力いただいた石原林材株式会社のお蕗稲志社長ほか従業員各位，振動測定に衡l協力いた

だいた，高知大学践学部後j躍純一助教捜，試験用チ品ーンソーを提供していただいた株式会社共

立の各位に御礼を取しあげます。

なお本WI涜の一部は第96同日本本林学会火会でiコ閣で発表してある。

1]1 川文献

1) mU4正義滋:ツインチぷーンソーの議怯能について，京j，uii報 (56)，178--189， 1984 

Resume 

Vibmtion discus巴caus巴dby a chuinsaw is onc of occupational discuscs， in Japa孔 1nrcccnt 

ycars， a new low-vibmtion chainsaw (two cylindcr typc chainsaw) was dcvcloped by札 Japancsc

manufacturer. 

Wc tcstcd the dumbility of a two cylinder type chainsaw in thc site of ISHIHARA Forest 

at GIFU prefecture from Junc to October 1984. Wc mcasur・edth巴vibratiol1of this chainsaw 

before and aft巴ra durability tcst. 

Thc result is that thc vibration levels of thc second and third measurcmcnt wcre slightly 

high巴rthan that of the first one il1 3000-6000 rpl11， but in 7000-9000 rpm the vibr乱tionlevels 

clicl not present clcar tend巴ncyancl the values of accelcration were le日sthan 120 clBs. Whilc 

this test， this chainsaw caused SOl11e troubles， but these troubles were easily dissolvecl by 

repairing the chainsaw. 




